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　３月30日、白木谷地区住民の足として、
約50年間運行してきた定期バス路線廃止
による「お別れ式」が行われました。
　式には約100名の地元の皆さんが参加
し、白木谷小学校児童が「蛍の光」の演
奏を行い、みんなで記念撮影をするなど
慣れ親しんできた定期バスとの別れを惜
しんでいました。
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14
年
度
予
算
は
、
13

年
度
よ
り
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
け
ど
。

そ
う
ね
、
14
年
度
の

予
算
は
、
財
政
状
況
が

厳
し
い
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
事

業
の
削
減
や
先
送
り
な
ど
を
し
て
、

13
年
度
よ
り
8.4
％
17
億
２
千
400
万

円
少
な
く
な
っ
て
い
て
過
去
最
高

の
減
少
み
た
い
。

財
政
状
態
が
厳
し
い
　

と
い
う
け
ど
、
ど
ん
な

状
態
な
ん
だ
ろ
う
？

少
し
難
し
い
け
ど
、

家
庭
に
例
え
る
と
、
不

景
気
に
よ
る
給
料
の
目
減
り
や
ロ

ー
ン
な
ど
の
借
金
払
い
が
多
く
な

っ
て
、
貯
金
が
無
く
な
っ
て
い
く

よ
う
な
、
そ
ん
な
状
態
の
よ
う
よ
。

つ
ま
り
、
市
債
の
残
高
は
、
約
330

億
円
で
、
そ
の
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
と
、
災
害
時
な
ど
、
財
源

不
足
に
対
応
す
る
た
め
の
財
政
調

整
基
金
の
14
年
度
当
初
予
算
計
上

後
の
残
高
は
、
合
計
で
約
７
億
９
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予算額（千円） 構成比（％）区　　　分
地　　　  方　　　  税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 交 付 金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県　　支　　出　　金
財　　産　　収　　入
寄　　　  付　　　  金
繰　　　  入　　　  金
繰　　　  越　　　  金
諸　　　  収　　　  入
市　　　　　　　　債
歳　　入　　合　　計

5,695,547
254,000
69,700
470,000
22,500
84,300
168,000
4,890,000
13,000
150,596
483,710
2,025,651
1,378,251
59,146
210,773
821,622
10,000
156,304
1,932,900
18,896,000

30.2
1.3
0.4
2.5
0.1
0.4
0.9
25.9
0.1
0.8
2.6
10.7
7.3
0.3
1.1
4.3
0.1
0.8
10.2
100.0

（性質別歳入）

市税 30.2％

その他
10.0％

地方交付税 25.9％

国庫
　支出金
10.7％

県支出金
7.3％

市債
10.2％

その他
5.7％

自主財源

依存財源

40.2％

59.8％

自 

主 

財 

源

市　　　　　　税
諸 収 入
分担金及び負担金
使用料及び手数料
そ の 他
小　　　計

予算額（千円） 構成比（％）
5,695,547 30.2
211,304 1.1
409,769 2.2
224,537 1.2
1,046,541 5.5
7,587,698 40.2

地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
市　　　　　　債
そ の 他
小　　　計

歳　入　合　計

区　　　分

4,890,000 25.9
2,025,651 10.7
1,378,251 7.3
1,932,900 10.2
1,081,500 5.7
11,308,302 59.8
18,896,000 100.0

依 
存 
財 

源

のの立立てて直直ししをを図図るる!!!!



千
800
万
円
に
減
少
し
て
い
る
の
よ
。

ふ
ー
ん
、
そ
う
な
ん

だ
ぁ
。

２
ペ
ー
ジ
の
左
表
は
、

南
国
市
に
入
っ
て
く
る

お
金
・
歳
入
を
自
主
財
源
や
依
存

財
源
に
、
右
表
は
性
質
別
に
表
し

た
も
の
よ
。

上
の
表
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
使
う
の
か
、

市
の
支
出
、
歳
出
を
表
し
た
も
の

だ
よ
ね
。

そ
う
よ
。
歳
出
は
、

行
政
改
革
方
針
、
第
２

次
財
政
構
造
改
革
方
針
に
基
づ
い

て
、
経
常
経
費
の
節
減
や
事
業
の

見
直
し
に
努
力
し
て
、
財
源
の
不

足
に
対
応
し
て
い
る
の
よ
。

な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
し
て
い
る
ん

だ
ぁ
ー
。

そ
ん
な
中
で
14
年
度

に
行
う
予
定
の
主
な
新

し
い
事
業
は
、
消
防
庁
舎
建
設
事

広広報報ななんんここくく５５月月号号 33

予算額（千円） 構成比（％）区　　　分
人　　  件　　  費
物　　  件　　  費
維   持   補   修   費
扶　　  助　　  費
補 助 費 等
公　　  債　　  費
積　　  立　　  金
出 資 ・ 貸 付 金
繰　　  出　　  金
前年度繰上充用金
予　　  備　　  費
小　　　計

投資的経費�＋�
�普通建設事業
補　　助
単　　独
県　　営

�災害復旧事業
補　　助

歳　 出　 合　 計

4,189,625
2,148,927
124,294
2,430,433
1,233,181
3,997,297

0
45,920

1,564,273
0

10,000
15,743,950
3,152,050
3,152,010
608,264
2,504,534
39,212
40
0

18,896,000

22.2
11.4
0.6
12.9
6.5
21.1
0.0
0.2
8.3
0.0
0.1
83.3
16.7
16.7
3.2
13.3
0.2
0.0
0.0

100.0

（性質別歳出）

40 0.0単　　独

物件費その他
27.1％

公債費
21.1％

扶助費12.9％

人件費
22.2％

補助事業費
3.2％

単独及び
　県営事業費
13.5％

消費的経費

投資的
　 経費

83.3％

16.7％

議　　会　　費
総　　務　　費
民　　生　　費
衛　　生　　費
労　　働　　費
農林水産業費

予算額（千円） 構成比（％）
233,728 1.2
2,474,943 13.1
5,428,639 28.7
1,396,112 7.4
35,530 0.2
777,970 4.1

商　　工　　費
土　　木　　費
消　　防　　費
教　　育　　費
災  害  復  旧  費
公　　債　　費
予　　備　　費

区　　　分

236,171 1.2
1,721,002 9.1
1,190,173 6.3
1,394,395 7.4

40 0.0
3,997,297 21.2
10,000 0.1

（目的別歳出）

歳　出　合　計 18,896,000 100.0

行行政政課課題題のの早早期期解解決決・・財財政政　　
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業
や
19
年
度
末
ま
で
に
高
知
空
港

ま
で
の
開
通
を
目
指
す
高
知
南
国

道
路
の
周
辺
対
策
事
業
、
岡
豊
地

区
に
整
備
す
る
介
護
予
防
拠
点
整

備
事
業
、
第
２
中
央
住
宅
建
設
事

業
、
大
湊
小
学
校
校
舎
増
改
築
事

業
、
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業
、

鳶
ヶ
池
中
学
校
の
大
規
模
改
造
に

向
け
た
耐
震
診
断
事
業
な
ど
が
あ

る
け
ど
、
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
ん

な
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
南
国
市
総
合
計

画
「
人
が
輝
く
夢
ロ
マ
ン
人
間
都

市
」「
心
が
安
ら
ぐ
健
康
文
化
都
市
」

「
ま
ち
が
煌
め
く
産
業
元
気
都
市
」

に
添
っ
て
一
緒
に
見
て
い
こ
う
よ
。

う
ん
、
い
ろ
い
ろ
な

市
の
取
り
組
み
を
よ
く

知
っ
て
お
き
た
い
か
ら
ね
。

そ
う
よ
ね
。
こ
こ
に

あ
る
事
業
以
外
に
も
ま

だ
ま
だ
あ
る
け
ど
、
分
か
ら
な
い

こ
と
や
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
こ

と
な
ど
が
あ
れ
ば
、

財
政
課（
�
８
８
０
・
６
５
５
２
）

ま
で
聞
い
て
ね
。

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）

●市民が主役で参画するまちづくり
　広報紙発行費                            　　　　　   950万円
　コミュニティ助成・地域づくり事業　　   240万円
　女性活動費・女性の社会参画促進事業　   178万円
●地球の真ん中・南国市の顔づくり
 電算運営管理事業　　　　　　　　  1億9,230万円
 土佐日記門出のまつり・出港祭事業　　　 35万円
 オナガトリ保護増殖事業　　　　　　　   225万円
●キラリ輝く、まほろばびとづくり
 小・中学校管理費・教育振興費　　  5億6,476万円
 小・中学校コンピュータ教育事業　　    5,552万円
 大湊小学校校舎増改築事業　　　　  1億4,921万円
 鳶ヶ池中学校校舎耐震診断事業　　　    1,332万円
　生涯学習まちづくり推進・
　　　　　　　高齢者教室開催事業　　　   682万円
 国際交流・姉妹都市交流事業　　　　　   304万円
 人権教育推進・人権啓発活動・
　　　　　　　　　　人権対策事業　　　1,047万円

●心身が健康で希望に満ちたまちづくり
 保健事業・精神保健事業　　　　　　　4,856万円
 保健衛生予防費　　　　　　　　　　　2,865万円
 母子・父子医療費　　　　　　　　　　2,401万円
 幼児医療費・乳幼児医療費助成事業　    6,396万円
 身体障害児・者医療費　　　　　　  1億6,139万円
●生きがいと安らぎの福祉のまちづくり
 身体障害者委託・給付事業　　　　  2億1,242万円
 知的障害者保護措置事業　　　　　  2億   371万円
 老人保護措置・在宅老人福祉委託・
　　　　　　　　　　　　福祉給付事業    6,790万円
 家族介護支援・地域支え合い事業　　　   738万円
 介護予防拠点整備事業　　　　　　  1億7,222万円
 児童扶養手当・児童手当費　　　　  2億2,752万円
●芸術文化の創造とスポーツのまちづくり
 芸術文化振興・美術展覧会開催事業　　   318万円
 図書館費　　　　　　　　　　　　　　4,137万円
 吾岡山多目的広場整備事業　　　　　　   592万円
 国体推進・国体競技施設整備事業　  2億9,148万円

●子や孫の時代への基礎体力づくり
 園芸団地整備特別対策事業費補助　　　1,800万円
 市営土地改良基盤整備促進事業　　　　5,100万円
 中山間地域直接支払制度事業　　　　　1,973万円
 特定農山村総合支援事業　　　　　　　   225万円
 地域林業総合支援事業補助　　　　　　1,300万円
●交通・情報・通信のネットワークづくり
　地方バス路線維持等交通関係事業　　　2,994万円
 交通安全施設設置事業　　　　　　　　1,320万円
 高知空港周辺整備事業　　　　　　  4億8,881万円
 阿佐線建設促進事業　　　　　　　　　2,590万円
 道路維持費・新設改良事業　　　　  1億6,879万円
 ＪＲ後免駅北口連絡橋建設事業費負担    5,000万円
 緊道整�市道中島１号線改良事業　　　6,000万円
 街路事業高知南国線整備事業　　　  3億1,266万円
●人にやさしい快適環境づくり
 高知南国道路周辺対策事業　　　　  2億7,600万円
 合併処理浄化槽設置整備事業　　　　　8,539万円
 一般廃棄物最終処分場運営・
　　　　　　　塵芥処理関係事業　　  6億9,055万円
 し尿処理施設運営事業　　　　　　  1億8,795万円
 環境基本計画策定事業　　　　　　　　1,432万円
　公園費　　　　　　　　　　　　　　　4,317万円
 公営住宅建設事業　　　　　　　　  2億4,045万円
 常備消防・非常備消防・消防施設費  5億9,621万円
 消防庁舎建設事業　　　　　　　　  5億5,577万円
●働く歓びに輝く産業づくり
 水田農業経営確立対策推進事業　　　　1,325万円
 農業水路維持・農道水路整備事業　　　3,516万円
 市単独土地改良事業　　　　　　　　　7,420万円
 畜産振興育成事業補助　　　　　　　　   427万円
 中小商業活性化事業補助　　　　　　　   500万円
 南国市中小企業振興資金信用保証料助成   800万円
 中小企業振興助成　　　　　　　　　　1,450万円
 企業立地促進奨励金　　　　　　　　　5,100万円
 比江工業団地排水施設整備事業　　　　4,100万円



少
子
高
齢
化
な
ど

人
口
問
題
へ
の
対
応

今
後
、
各
地
で
の
高
齢
化
が
一

層
進
展
し
、
そ
れ
に
伴
う
医
療
や

介
護
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
そ

れ
に
伴
う
人
口
の
減
少
は
、
地
域

の
担
い
手
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

と
り
わ
け
高
齢
化
の
著
し
い
市
町

村
に
と
っ
て
は
、
財
政
的
な
負
担

や
高
齢
者
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権

地
方
分
権
は
、
住
民
に
身
近
な

行
政
の
権
限
を
で
き
る
限
り
地
方

自
治
体
に
移
し
、
地
域
の
創
意
工

夫
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。

今
後
、
市
町
村
は
自
ら
の
判
断

と
責
任
の
も
と
、政
策
を
立
案
し
、

安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
効
率

的
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

財
政
問
題

全
国
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

は
、
国
・
県
か
ら
の
財
政
支

援
を
受
け
て
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
高
度

経
済
の
成
長
は
去
り
、
国
も

県
も
大
き
な
借
金
を
抱
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
国
の
政

策
転
換
で
市
町
村
の
収
入
は
、

大
幅
に
減
少
し
て
い
く
と
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
県
の
よ
う
に
自
主
財
源

の
乏
し
い
市
町
村
で
は
、
財

源
の
多
く
を
地
方
交
付
税
に

依
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地

方
交
付
税
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

始
ま
っ
て
お
り
、
す
で
に
本
市
で

は
、
13
年
度
で
２
億
５
千
５
百
万

円
が
減
額
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
削

減
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、
市
町
村
は
一

層
の
効
率
化
と
体
制
の
整
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

広広報報ななんんここくく55月月号号 5 よさこい高知国体夏季大会

将
来
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
み
ん
な
で
検
討
し
よ
う

に
　関する要綱」による
　　合

香美郡８カ町村と
市　　　　南国市

 

�
教
育
委
員
会
同
和
教
育
課
と
総
務
課
人
権
啓
発
係
を
統
合
し
て
、

　
　
市
長
部
局
に
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

 

�
南
国
市
・
香
美
郡
の
市
町
村
合
併
に
関
連
し
、
資
料
づ
く
り
や

　
　
準
備
会
へ
の
対
応
を
お
こ
な
う
た
め
対
策
監

対
策
監（
市
町
村
合
併
担

（
市
町
村
合
併
担

　
　
当
）

　
　
当
）を
配
置

を
配
置
し
ま
し
た
。

 

�
後
免
町
再
開
発
事
業
の
中
止
に
伴
い
都
市
計
画
課
再
開
発
係
を

都
市
計
画
課
再
開
発
係
を

　
　
廃
止
し
、
新
し
く
ま
ち
づ
く
り
係
を
設
置

　
　
廃
止
し
、
新
し
く
ま
ち
づ
く
り
係
を
設
置
し
て
、
新
た
な
ま
ち

　
　
づ
く
り
の
展
望
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

�
土
地
開
発
公
社
へ
の
職
員
派
遣
を
廃
止
し
、
企
画
課
業
務
と
の

　
　
兼
職
と
し
ま
し
た
。

 

�
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
職
員
派
遣
を
廃
止
し
ま
し
た
。

 

�
係
な
ど
の
統
合

 
    

▼
企
画
課
企
画
調
整
係
と
情
報
管
理
係
を
統
合
し
ま
し
た
。

 
    

▼
税
務
課
収
納
係
と
税
務
管
理
係
を
統
合
し
、
収
納
管
理
係
と

　
　
　
し
ま
し
た
。

　
　
▼
農
業
集
落
排
水
事
業
を
担
当
し
て
い
た
農
林
課
農
林
土
木
第

　
　
　
二
係
を
、
関
連
性
の
強
い
下
水
道
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

　
�
精
神
保
健
福
祉
業
務
の
県
か
ら
市
へ
の
移
管
、
介
護
保
険
導
入

　
　
な
ど
に
よ
る
保
健
業
務
増
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
福
祉
セ
ン

保
健
福
祉
セ
ン

　
　
タ
ー
に
保
健
師
１
名
を
増
員

　
　
タ
ー
に
保
健
師
１
名
を
増
員
し
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

一
　
般
　
　
　
　
　
　
64
名

技
　
師
　
　
　
　
　
　
9
名

保
育
士
　
　
　
　
　
　
22
名

調
理
師
　
　
　
　
　
　
9
名

（
保
育
・
学
校
・
幼
稚
園
）

消
防
士
　
　
　
　
　
　
4
名

保
健
師
　
　
　
　
　
　
3
名

～男女共同参画社会の実現の
　　ため女性職員の活用を図る～
　�１名の管理職と１名の係長を
　　女子職員登用
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前
回
の
べ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
に
は
「
世

間
」
の
見
方
、
考
え
方
を
基
準
に
恥
ず
か
し

く
な
い
よ
う
行
動
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
祝
儀
や
香
典
を
包
む
時
、「
世
間

の
相
場
」
は
ど
れ
位
か
思
案
し
ま
す
。
何
か

を
す
る
時
吉
日
を
選
ん
だ
り
、
縁
起
を
か
つ

い
だ
り
、「
世
間
」
の
慣
習
に
従
う
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
近
所
づ
き
合
い
も
「
世
間
並
」

に
は
し
て
お
か
ね
ば
と
気
を
つ
か
い
ま
す
。

子
ど
も
が
一
寸
目
立
つ
服
装
を
す
る
と
「
世

間
」
で
ど
う
見
ら
れ
る
か
と
心
配
し
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
は
私
が
日
常
生
活
で
無
意
識
の
う
ち

に
心
に
う
か
ん
で
く
る
こ
と
で
す
。
ま
わ
り

の
目
を
気
に
し
、「
世
間
体
」
を
気
づ
か
う
こ

と
に
窮
屈
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、「
世
間
に
波

風
を
立
て
る
」
よ
り
「
世
間
に
合
わ
せ
る
」

方
が
無
難
で
、
と
や
か
く
言
わ
れ
ず
に
す
む

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
以
前
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
せ
ん
。
職
場

に
何
人
も
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
が
い
て
、
本

当
に
つ
ら
い
毎
日
で
し
た
。
耐
え
て
い
る
う

ち
に
、
と
う
と
う
咳
が
出
は
じ
め
、
つ
い
に

別
の
場
所
で
喫
煙
す
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。

案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
、
も
ち
ろ
ん
、
す

ぐ
了
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
人
も

皆
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
し
た
が
、「
世
間
に

波
風
を
立
て
る
、
出
す
ぎ
た
人
物
だ
と
思
わ

れ
た
く
な
い
」
と
言
い
出
す
の
を
遠
慮
し
て

い
た
の
で
す
。
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を

思
い
切
っ
て
言
え
る
、
小
さ
な
勇
気
が
な
け

れ
ば
、
身
の
ま
わ
り
の
問
題
も
解
決
し
な
い

と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
に
関
心

を
持
つ
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
あ

る
「
世
間
体
」
や
「
世
間
へ
の
遠
慮
」
を
取

り
除
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
由
に

本
音
で
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
、
こ
れ
が
真

に
人
権
問
題
解
決
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

「
そ
う
は
言
う
て
も
世
間
は
そ
う
簡
単
に

は
変
わ
ら
せ
ん
ぜ
よ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
「
世
間
」
で
す
。

変
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
し
、
私
自
身
の
さ
さ

や
か
な
体
験
か
ら
、
現
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
考
え

ら
れ
ま
す
か
。

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
＝
久
万
保
夫
（
総

務
課
長
兼
同
和
対
策
本
部
副
本

部
長
）
▼
企
画
課
長
兼
土
地
開

発
公
社
事
務
局
長
＝
岸
本
敏
弘

（
企
画
課
長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
石
川
明
美
（
総

務
課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
生
活

環
境
課
長
＝
竹
村
満
子
（
社
会

教
育
課
長
）
▼
下
水
道
課
長
＝

浜
田
誠
志
郎
（
生
活
環
境
課
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝

比
江
森
浩
二
（
土
地
開
発
公
社

事
務
局
長
）
▼
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
次
長
＝
竹
﨑

公
一

（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
兼

教
育
次
長
）
▼
生
涯
学
習
課

長
＝
石
井
守
（
同
和
教
育
課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
管
理

係
長
＝
佐
竹
茂
（
住
宅
課
長
補

佐
兼
係
長
）
▼
企
画
課
対
策
監

（
企
画
調
整
・
土
地
開
発
公
社

担
当
）
＝
西
森
清
（
生
活
環
境

課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
企
画
課

対
策
監
（
市
町
村
合
併
担
当
）
＝

吉
岡
秀
文
（
総
務
課
係
長
）

▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
次
長
兼

人
権
啓
発
係
長
＝
利
岡
正
志

（
同
和
教
育
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境

公
害
係
長
＝
島
内
暁
（
企
画
課

対
策
監
兼
係
長
）
▼
農
林
課
長

補
佐
兼
農
林
土
木
係
長
＝
藤
村

明
男
（
農
林
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
建
設
課
長
補
佐
兼
建
設
管
理

係
長
＝
竹
村
道
雄
（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
住
宅

課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長
＝
池
知

隆
（
建
設
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
調

査
係
長
＝
細
木
猛
（
総
務
課
対

策
監
兼
係
長
）
▼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
次
長
＝
神
田
二
三

夫
（
議
会
事
務
局
次
長
兼
係
長
）

▼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
＝
山
中
照
雄
（
社
会

教
育
課
長
補
佐
兼
係
長
）

◎
保
育
所

▼
長
岡
東
部
保
育
所
長
＝
中
沢

弘
子
（
里
保
育
所
長
）
▼
後
免

野
田
保
育
所
長
＝
浜
田
三
代
子

（
岩
村
保
育
所
長
）
▼
里
保
育

所
長
＝
岡
林
由
紀
子
（
東
部
児

童
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
職
員
係
長
＝
高
木
茂

美
（
財
政
課
係
長
）
▼
財
政
課

財
政
係
長
＝
光
野
末
吉
（
企
画

人人 事事 異異 動動
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　よさこい高知国体県実行委員会は、
「よさこい高知国体」の夏・秋季大会
開会式の一般観覧希望者に販売する入
場券の申込み受付を５月１日から開始
します。入場券の申込方法については、
市役所１階総合案内か国体推進室（中
央公民館内）で「申込ガイド」をご覧
ください。なお、インターネットによ
る申し込みも受け付けていますので、
ご利用ください。

■入場料／夏季大会 400円
　秋季大会…メインスタンド 1,200円、　
　サイド・バック 850円
■入場券購入申込期間
　夏季大会…５月１日(水)～６月10日(月) 

　秋季大会…５月１日(水)～７月５日(金)

■備考
　  夏季大会開会式／９月21日(土)

　　高知市東部総合運動場
　�秋季大会開会式／10月26日(土)

　　県立春野総合運動公園

※お問い合わせは
　よさこい高知国体実行委員会事務局
　総務課（�８７３ー８３００）まで
〈ホームページ〉
 http://www.pref.kochi.jp/ ̃kokutai/index.html

ーよさこい高知国体 � ー

　「６つの運動」を柱とした、市民運動「もてなし
の心・あいさついっぱい運動」と「スタンドいっぱ
い運動」について紹介します。

　　実行委員会では、市民の皆さんに次のことを呼び掛けてい
　ます。ご理解、ご協力をお願いします。
　� 県内外からのお客さんに『さわやかに』・『心をこめて』・
　　『笑顔であいさつ』をしましょう。
　� 地区協力会などの活動
　　 に参加し、手づくり記
　　 念品・歓迎の看板など
　　 にみなさんのアイデア
　　 を生かしましょう。
 � 来高する選手・監督な
　　 どを温かく迎え、協力
　　 会・受入組織ごとに、
　　 可能な範囲で歓迎会な
　　 どを開催し、国体なら
　　 ではの市民交流を活発
　　 にしましょう。

　全国レベルの試合を目の前で見ることができるチャンス
　お隣どうし声をかけ、誘い合い… スタンドを応援の人々で
いっぱいにしましょう。

!!

　　     「「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    」

※お問い合わせは、よさこい高知国体南国市実行委員会よさこい高知国体南国市実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　（�８６３ー６５３８）まで

わたしのできわたしのできることで国体への参加を！ることで国体への参加を！

 ▲ ��
片山地区協力会の
牛乳パックを使った選手などへの
お土産作り…心がこもります。

課
係
長
）
▼
企
画
課
秘
書
係

長
＝
島
崎
俊
二
（
社
会
教
育
課

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
企
画
課
阿
佐
線
対
策
係
長
＝

沢
田
一
彦
（
土
地
開
発
公
社
係

長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
中

央
福
祉
館
長
＝
森
知
義
彦
（
総

務
課
中
央
福
祉
館
長
）
▼
じ
ん

け
ん
セ
ン
タ
ー
南
部
福
祉
館

長
＝
前
田
忠
志
（
学
校
教
育
課

係
長
）
▼
税
務
課
収
納
管
理
係

長
＝
島
崎
明
（
税
務
課
係
長
）

▼
農
林
課
農
政
係
長
＝
橋
田
和

典
（
社
会
教
育
課
係
長
）
▼
都

市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
＝

橋
本
保
（
都
市
計
画
課
係
長
）

▼
福
祉
事
務
所
保
護
第
１
係

長
＝
門
田
実
（
福
祉
事
務
所
係

長
）
▼
福
祉
事
務
所
保
護
第
２

係
長
＝
鍋
島
信
（
総
務
課
南
部

福
祉
館
長
）
▼
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
＝
岡
田
泰
光
（
福

祉
事
務
所
係
長
）
▼
生
涯
学
習

課
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

山
本
伸
二
（
税
務
課
係
長
）

▼
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
＝

杉
本
健
（
農
林
課
係
長
）
▼
生

涯
学
習
課
文
化
財
ス
ポ
ー
ツ
係

長
＝
田
渕
博
之
（
農
林
課
主
幹
）

▼
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
＝

小
原
正
子
（
保
健
課
主
幹
）

◎
保
育
所

▼
長
岡
西
部
保
育
所
主
任
＝

利
岡
美
紀
（
長
岡
西
部
保
育
所

技
幹
）

【
新
規
採
用
者
】（
４
月
１
日
付
）

渡
部
始
（
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
）

貞
廣
恵
介
（
市
民
課
）

小
畑
恒
（
生
活
環
境
課
）

篠
原
正
一
（
福
祉
事
務
所
）

入
野
了
士
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

小
笠
原
哲
也
（
消
防
署
）

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

野
島
孝
子
（
た
ち
ば
な
幼
稚
園
）

福
岡
秀
子
（
後
免
野
田
保
育
所
）

浜
田
郁
子
（
税
務
課
）

井
上
紀
美
子
（
社
会
教
育
課
）

大
川
一
水
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

竹
田
亮
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
）

浜
田
隆
雄
（
総
務
課
）

河
崎
昭
子
（
わ
か
く
さ
児
童
館
）

森
本
幸
江
（
香
南
中
学
校
）

小
松
裕
子
（
議
会
事
務
局
）

福
岡
昌
雄
（
生
活
環
境
課
）

岩
崎
千
恵
（
長
岡
東
部
保
育
所
）

依
光
吉
子
（
総
務
課
）

大
塚
俊
介
（
下
水
道
課
）

中
村
辰
美
（
農
林
課
）

平平 成成 11 44 年年 度度 市市 役役 所所
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「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
に
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
写
真
、
メ
チ
ャ
カ
ワ
イ
イ
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）

3月23日 岩岩村村保保育育所所岩岩村村保保育育所所
最最後後のの卒卒園園式式最最後後のの卒卒園園式式

昭和24年８月の創設以来52年間、地域の皆さ

んに愛され親しまれた岩村保育所の最後の卒園

式が行われました。

式典には、保護者をはじめ、市長、地域の代

表者、学校関係者など総勢60余名が参加し、心

温かく最後の卒園児５名を祝福しました。在園

児達も指人形劇を披露するなど、一緒に式典を

盛り上げ、通い慣れた赤い屋根の園舎に別れを

告げました。

3月29日

よさこいピック高知をＰＲするイベントが、
香南中学校生の企画運営によりスポーツセンタ
ーで開催されました。
生徒の皆さんは、スライドを使ってボランテ

ィア活動などの取り組みを発表し、全校で手話
を披露しました。また、よさこいピックボラン
ティア委員会委員長の上田真弓さん、映画監督
の大沢豊さんが講演を行い、監督の作品「ア
イ・ラヴ・フレンズ」が上映されました。

宝くじ普及広報事業の助成を受け青少年健全育成
講演会がスポーツセンターで開かれ、弁護士の大平
光代さんが「だからあなたも生きぬいて」と題した
講演を行いました。
大平さんは、若いころの壮絶な実体験や、家庭・

学校でのいじめが原因で非行にはしった子どもたち
と接してきた弁護士としての経験などを話し、最後
に「悩んでいる子どもたちの助けになれる大人にな
ってほしい」と呼びかけました。
1,100人を超す参加者は、切々と語る大平さんの

言葉に心を打たれていました。

３月17日

３月30日

地域住民の方々や関係者の協力により、平成
12年度から八京地区に建設が進められていた一
般廃棄物最終処分場が完成し、落成式が行われ
ました。
新しい最終処分場は、４月１日から供用を開
始しており、今後15年間（平成28年まで）の使
用を予定しています。

「「「「よよささここいいピピッックク高高知知よよささここいいピピッックク高高知知」」」」をををを
みみんんななでで成成功功ささせせよようう！！みみんんななでで成成功功ささせせよようう！！

「「「「人人生生人人生生 ああききららめめたたららああききららめめたたらら
ああかかんん！！ああかかんん！！」」」」

最最終終処処分分場場がが落落成成最最終終処処分分場場がが落落成成!!!!!!!!
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写
真
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
少
し
ペ
ー
ジ
も
変
わ
っ
た
よ
う
で
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこい高知国体夏季大会

▲３／24 白木谷小学校校舎改築
落成記念式典　（白木谷小学校）

▲３／20 日本トリム高知工場起
工式　　　　　　　　（蛍が丘）

▲３／18 花の直販店�さん花園
による卒業生のための花かごづ
くりボランティア（長岡小学校）

▲３／20 交通安全市民会議が交
通安全絵本を贈呈しました。

（岡豊保育所）

▲３／7 長岡西部保育所幼年消
防クラブ防火啓発演奏

（パステ駐車場）

▲３／23 ＪＡ高知病院開院記念
式典　　　　　　　　　（明見）

▲３／７ 岡豊保育所幼年消防ク
ラブ防火啓発演奏

（パステ駐車場）

▲３／10 稲吉防災会による防災
訓練　　　　　　（稲吉公民館）

▲３／７　「国分川を守る会」の
門田理博さんを講師に環境学習
を行いました。（希望が丘分校）

▲３／24 平成13年度南国市体育
協会スポーツ功労賞・優秀賞表
彰式　　　（スポーツセンター）

▲３／31 第８回貫之さくら祭り　
（熊野神社）

▲３／14 香南清掃組合が立川涼氏
を講師に「環境問題について」講
演会を行いました。（土佐山田町）

▲３／８　高知県土佐刃物連合協
同組合が「鉄と火と技」の小冊
子を市内小中学校へ寄贈しまし
た。 （市役所）

▲３／19 高知大学農学部留学生
の社会見学　　（セイレイ工業）

▲３／17 下八京部落集会所落成
（下八京）
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QQQQ 行行っったたここととががあありりまますすかか？？
県県立立「「ＡＡＢＢＣＣＤＤ」」文文化化財財セセンンタターー

タタテテ　　タタテテ　　①①他人をうまく言いくるめて自分の自由になるよ
うにすること。「反対派を◯◯◯◯◯」

②②くじ引きでこれを引くとうれしい。◯◯◯◯◯
③③湯上がりに汗疹などにパタパタはたく。
④④漢文の疑問・反語の表現。「焉」と書き、『どう
して…か』という意味。◯◯◯◯◯

⑤⑤ステーキを焼くとき、にじみ出る汁。

ヨヨココ　　ヨヨココ　　①①カクテルの一つ。普通オリーブの実をこれに添
えます。

⑥⑥８時・◯◯・10時
⑦⑦取っても取っても尽きないこと。

■締め切り／平成14年5月15日(水 )必着

■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係

■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に
図書券を贈呈

★第359回親子クイズの答えは、
「カイランバン（回覧板）」でした。

★応募総数／37通 ★正 解 率／100％

【第359回当選者】
伊藤　陽子さん（緑ヶ丘）
西本　恵美さん（領　石）
島田　純見さん（領　石）
金森　茂雄さん（岡豊町）
上村　明咲さん（大埇甲）

360

� �

�

� ��

�

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

359回解答

タ

チ

バ

ナ

ム

ア

ー

チ

ラ

イ

コ

ス

タ

カ

ー

ト

カ

ン

ド

ウ

久
し
振
り
に
な
つ
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
た
。
私
た
ち
も
友
達
を
替
え
歌
に
し
て
歌
い
ま
し
た
。
何
十
年
も
前
の
事
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。

　
研
修
宿
泊
施
設
、
「
黒
滝
自
然
館
・

せ
い
ら
ん
」
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

 

黒
滝
の
緑
豊
か
で
豊
富
な
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
保
全
学
習
や

中
山
間
地
域
と
の
交
流
な
ど
を
深
め
る

研
修
施
設
と
し
て
黒
滝
小
中
学
校
跡
に

建
設
を
進
め
て
き
た
施
設
で
す
。

 

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
施
設
の
内
容

 

研
修
ホ
ー
ル
（
24
畳
程
度
）

 

和
室
（
６
畳
×
２
室
）

 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
（
８
畳
×
５
室
）

 

厨
房
・
外
炊
事
場
・
談
話
室
・
体
験

　
薪
風
呂
・
木
工
コ
ー
ナ
ー
（
オ
ー
プ

　
ン
ス
ペ
ー
ス
18
畳
）

■
予
約
受
付
開
始
／
５
月
１
日
か
ら

■
予
約
方
法
に
つ
い
て

 

使
用
す
る
月
の
４
カ
月
前
か
ら
受
け

　
付
け
ま
す
（
例
え
ば
、
８
月
18
日
の

　
使
用
の
場
合
、
４
月
１
日
か
ら
）
。

　
　
農
林
課
農
林
振
興
係
へ
予
約
を
。

区　分

研修ホール

和　室

１時間につき
１室１時間につき

１室１時間につき

１室１時間につき

宿泊研修の場合１人１泊
（午後３時から翌日の午
前10時まで）につき

宿泊研修の場合１人１泊
（午後３時から翌日の午
前10時まで）につき

キャンピング
ボックス

冷暖房
（和室） 宿泊研修の場合

単　　位
小学生未満 小・中学生 その他

料　　　金

無　料

100円
200円
200円

100円

2,000円

100円

100円

1,000円

1,000円

50円

50円

500円

和室使用料に含む
１時間未満の場合は、１時間とみなします。
団体で利用する場合は、利用目的等により該当する料金区分の
料金を適用します。ただし、和室宿泊研修の場合は、それぞれ
の利用者の料金区分の料金を適用します。

■施設の使用料

※お申し込み・お問い合わせは、農林課
　農林振興係（�８８０ー６５５９）まで
　（施設では直接受付はしません）

研修宿泊施設研修宿泊施設研修宿泊施設研修宿泊施設
・黒滝自然館黒滝自然館黒滝自然館
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みみんんななのの広広場場

今
回
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
解
答
に
自
信
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
？

頭
の
運
動
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこい高知国体秋季大会

 ３月27日、土佐山田町商工会館で、（財）伝統
的工芸品産業振興協会による伝統工芸士認定伝達
式が行われました。平成13年度は、土佐打刃物か
ら５名の方が合格され、うち１名が南国市の戸梶
忠義さん（写真前列中央・稲生）です。
　伝統工芸士は、「経済産業大臣の指定を受けた
物の製造に関する伝統的な技術及び技法に熟練し
た従事者の認定を行う」もので、伝統技術の継承、
後継者の育成をその責務とし、伝統的工芸品産業
の振興に努めることになります。
 戸梶さんは「伝統工芸士の名に恥じない様、ま
た後輩の模範となるよう、なお一層の精進をして
いきたい」と話していました。

　「なんこくボランティアDAY」は、さまざま
なボランティア体験を通じて、南
国市におけるボランティアの発掘・
育成、また活動の啓発・推進を図
ることを目的に開催します。
■とき
　５月12日(日)午前10時～午後３時（小雨決行）

■ところ／南国市役所駐車場
■内容
　１．ボランティア体験

　　�車椅子体験、高齢者疑似体験など
　２．イベントコーナー

　　�よさこい高知国体・よさこいピック高知
　　　のPR、ミニコンサートなど
　３．使用済切手・テレホンカードの回収

■参加料／無料

※お問い合わせは
　社会福祉協議会（�８６３ー４４４４）まで

吉本  恵子 さん（大埇乙）

西川  博忠 さん（左右山）

 

夫
と
二
人
暮
ら
し
で
、
夫
が
経
営
し
て
い

る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
、
早
い
と
き
は
３
〜
４
時
に
起
き
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
、
夫
が
仕
事
中

に
大
け
が
を
し
た
こ
と
も
あ
り
こ
れ
か
ら
は

夫
婦
で
健
康
に
注
意
し
、
無
理
を
せ
ず
楽
し

く
暮
ら
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
編
み
物
や
日
本
舞
踊
が
趣
味
で
す
が
、
一

番
の
楽
し
み
は
、
県
外
に
い
る
孫
（
２
人
）

が
年
３
回
、
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

 

南
国
市
は
、
自
然
を
残
し
、
豊
か
な
環
境

で
発
展
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

明
る
く
夫
思
い
の
吉
本
さ
ん
。
部
屋
の
中

に
は
、
お
孫
さ
ん
の
写
真
が
い
っ
ぱ
い
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
妻
・
長
男
と
と

も
に
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
景
気
が
よ
く
な
ら
な
い
中
、

お
客
さ
ん
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力

し
「
真
心
」
で
接
す
る
こ
と
を
全
員
で
い

つ
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
釣
り
や
ス
ポ
ー
ツ
全
般
で
す

が
、
特
に
若
い
時
か
ら
や
っ
て
い
る
空
手

は
長
男
も
習
っ
て
い
ま
す
。

　
南
国
市
は
、
青
少
年
問
題
な
ど
が
な
い

み
ん
な
が
仲
良
く
、
安
心
し
て
住
め
る
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
が
空
手
を
思
わ

せ
る
西
川
さ
ん
。
で
も
、
趣
味
を
語
る
顔

は
と
て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
に
こ
や
か
な

笑
顔
で
し
た
。



写
真
を
楽
し
む
教
室

吾
岡
山
文
化
の
森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■
と
き
・
内
容

▼
６
月
３
日
(月)

「
写
真
教
室
」

▼
６
月
17
日
(月)

「
吾
岡
山
を
撮
ろ
う
」

▼
７
月
１
日
(月)

「
吾
岡
山
撮
影
批
評
会
」

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
講
師
／
竹
村
豊
さ
ん（
日
本
写

真
家
協
会
員
）

■
対
象
／
南
国
市
民

■
受
講
料
／
600
円

■
申
込
締
切
／
５
月
17
日
(金)

必
着

文
学
講
座

源
氏
物
語

〜
源
氏
物
の
男
君
た
ち
〜

■
と
き
・
内
容

▼
６
月
６
日
(木)

「
桐
壺
帝
ー
光
源

氏
の
親
た
ち
の
物
語
」

▼
７
月
４
日
(木)

「
光
源
氏
ー
源
氏

物
語
の
主
人
公
の
造
型
・
ワ
キ

と
し
て
の
頭
中
将
」

▼
８
月
１
日
(木)

「
夕
霧
と
柏
木
ー

二
代
目
官
僚
た
ち
」

▼
８
月
29
日
(木)

「
薫
と
匂
宮
ー
光

源
氏
を
矮
小
化
し
た
世
紀
末
の

貴
公
子
」

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
大
会
議
室

■
講
師
／
藤
田
加
代
さ
ん
（
高
知
　

女
子
大
学
文
化
学
部
教
授
）

■
対
象
／
南
国
市
民

■
募
集
人
員
／
60
人

■
受
講
料
／
800
円

■
申
込
締
切
／
５
月
17
日
(金)

必
着

※
「
写
真
を
楽
し
む
教
室
」「
文

学
講
座
」
の
お
申
し
込
み
《
往
復

は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
講

座
別
に
１
人
１
枚
》
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
１
　

南
国
市
大

埇
甲
２
３
０
１
　
�
８
８
０
・

６
５
６
９
）ま
で

初
級
手
話
教
室

■
と
き
／
６
月
11
日
(火)

〜
11
月
末

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
募
集
人
員
／
30
名

■
備
考
／
教
材
費
２
千
円
を
初
回

に
徴
収
。
中
学
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
。

■
申
込
締
切
／
６
月
10
日
(月)

※
お
問
い
合
わ
せ
は

笹
岡
修
（
�
０
８
８
７
・
５
４
・

１
４
３
９
）ま
で

訪
問
介
護
員（
２
級
課
程
）

養
成
講
座

■
受
講
期
間
／
６
月
17
日
(月)

〜
９

月
初
旬
（
予
定
）

■
受
講
時
間
／
平
日
＝
午
後
６
時

〜
９
時
、
土
・
日
＝
主
に
昼
間

■
対
象
／
全
日
程
終
了
で
き
る
方

■
定
員
／
35
名

■
受
講
料
／
２
万
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
締
切
／
５
月
15
日
(水)

■
主
催
／
社
会
福
祉
法
人
　
ふ
る

さ
と
自
然
村

※
お
問
い
合
わ
せ
は

陽
だ
ま
り
の
里

（
�
８
６
６
・
０
８
８
８
）ま
で

広広報報ななんんここくく５５月月号号12
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春
で
す
ね
。
南
国
市
に
は
ス
テ
キ
な
桜
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
私
の
お
気
に
入
り
は
国
分
寺
の
し
だ
れ
桜
!!

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

　＊貸与を継続して希望される方は、毎年申
　　請をして選考されることが必要です（在
　　学中の学校の修業年限内に限ります）。
■貸与額／県外の学校＝月額３万円
　　　　　県内の学校＝月額２万円
■貸与予定者数／10名程度
■申請締切日／５月31日(金)

■貸与予定時期／７月・９月・１月の３回。
　４カ月分をまとめて口座振込します（郵便
　局を除く）。
■返還方法
　貸与または猶予期間終了月の13カ月後から、
　貸与期間の５倍の返還期間内に返還。
■備考／申請には、申請者と生計を共にしな
　い弁済能力のある県内在住の連帯保証人が
　必要です。
　　また、選考にあたっては奨学生選考委員
　会による所得基準等の審査があります。

　南国市では、教育の機会均等を図るため、
経済的理由などにより、短期大学、大学、専短期大学、大学、専
修学校、各種学校修学校、各種学校に進学・修学が困難な方に
奨学金を貸与する『南国市奨学金制度』を創
設しました。
　貸与希望者は、次の要領により申請をして
ください。詳しくは、市教育委員会学校教育
課・市役所総合案内・各支所・各福祉館に置
いてあります募集要項をご覧ください。

■申請資格
　1.修学の意欲を強く持つ方。
　2.保護者が本市に住所を有する方。
　3.学資の支弁が困難と認められ方。
　4.奨学金返還が可能であると認められる方。
■対象学年／平成14年４月に短期大学、大学、
　専修・各種学校の１年生になった方。
■貸与期間
　平成14年４月～平成15年３月（１年間）

※申請先・お問い合わせは、学校教育課（〒783－8501　南国市大埇甲２３０１   ８８０－６５６８）まで



地
域
づ
く
り
団
体
の

活
動
支
援
事
業

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
地
域
づ
く
り
団
体

を
支
援
す
る
た
め
の
南
国
市
地
域

づ
く
り
団
体
等
育
成
事
業
補
助
金

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
市
内

で
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て

い
る
市
民
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
含
む
）

■
支
援
内
容

一
団
体
５
万
円
以
内
の
補
助
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

５
月
７
日
(火)

〜
６
月
７
日
(金) 

■
申
請
方
法

企
画
課
に
あ
り
ま
す
「
南
国
市

地
域
づ
く
り
団
体
等
育
成
事
業

補
助
金
申
請
書
」
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で

防
犯
灯
新
設
に
補
助

夜
間
の
交
通
安
全
や
犯
罪
防
止

の
た
め
、
各
部
落
単
位
で
防
犯
灯

の
新
設
を
行
う
場
合
、
設
置
費
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
設
置
後
の
維
持
管
理
は

各
部
落
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

５
月
１
日
(水)

〜
５
月
31
日
(金)

■
提
出
書
類
／
申
請
書
・
実
施
計

画
書
・
見
積
書
な
ど

■
補
助
額
／
事
業
費
の
１／２（
た
だ

し
１
万
円
を
上
限
と
す
る
）

■
交
付
数
／
20
カ
所

■
交
付
決
定
／
選
考
の
う
え
決
定

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

第
16
回
２
０
０
２
初
夏

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
な
ん
こ

く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集

■
と
き
／
５
月
26
日
(日)

　
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
北
側
駐
車
場

■
参
加
費
／
700
円

■
募
集
店
数
／
約
50
店

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法
／
出
店
希
望
者
は
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
一
言

コ
メ
ン
ト
「
私
の
お
気
に
入
り

の
南
国
市
内
の
お
店
」
を
記
入

■
申
込
締
切
／
５
月
10
日
(金)

必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

野
村
（
〒
７
８
３
ー
０
０
０
２

南
国

市
駅
前
町
２
ー
５
ー
15

�
８
６
４
・
４
３
３
２
）ま
で

建
築
制
限
に
つ
い
て
の

意
見
募
集

県
で
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正

に
伴
い
、
都
市
計
画
区
域
の
市
街

化
調
整
区
域
の
建
築
制
限
（
容
積

率
・
建
ぺ
い
率
な
ど
）
に
つ
い
て

見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
見
直
し
の
考
え
方
に
つ
い
て

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
資
料
は
、
県
土
木
部
建

築
課
建
築
指
導
室
ま
た
は
市
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

〈〈hhttttpp::////ww
ww
ww
..pprreeff..kkoocchhii..jjpp//̃̃kkeenncc

hhiikkuu//

〉〉
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

■
提
出
方
法
／
様
式
は
自
由
。

住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
送

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
提
出
締
切
／
５
月
末
日
ま
で

※
意
見
の
提
出
先
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
土
木
部
建
築
課
建
築
指

導
室
建
築
指
導
班
（
〒
７
８
０
ー
８

５
７
０

高
知
市
丸
ノ
内
１
ー
２
ー

20

�
８
２
３
・
９
８
９
１

﹇
電
子
メ
ー
ル
﹈

k19113@
ken.pref.kochi.jp

）ま
で

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る

審
査
の
申
し
出
は

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ

び
、
そ
の
代
理
人
で
、
固固
定定
資資
産産

課課
税税
台台
帳帳
にに
登登
録録
ささ
れれ
たた
価価
格格

（（
評評
価価
額額
））
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
３３
月月
１１
日日
(金)
かか
らら
納納

税税
通通
知知
書書
のの
交交
付付
をを
受受
けけ
たた
日日
後後

3300
日日
まま
でで
にに
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

農
業
者
転
職
相
談
員

高
知
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

農
業
を
離
れ
農
業
以
外
の
産
業
に

就
業
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
雇

用
情
報
の
相
談
な
ど
を
行
う
た

め
、
農
業
者
転
職
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
員
／
岡
田
年
秋
さ
ん

（
田
村
甲
�
８
６
３
・
１
７
０
０
）

広広報報ななんんここくく５５月月号号 13

おお知知ららせせ

も
う
そ
ろ
そ
ろ
当
た
る
こ
ろ
か
し
ら
…
図
書
券
欲
し
い
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこいピック高知

キミたちも
　“とばっちり”を受けたの…？

澤本  英世（里改田）



人
権
相
談
所
を

ご
存
知
で
す
か
？

市
で
は
、
毎
月
20
日
（
た
だ
し
、

７
月
は
22
日
・
10
月
は
21
日
）
に

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
人
権
擁

護
委
員
と
行
政
相
談
員
に
よ
る
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
行
政
へ

の
苦
情
な
ど
、
ご
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
お
問
い
合
わ
せ
は

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

日
本
赤
十
字
社

か
ら
の
お
願
い

日
本
赤
十
字
社
は
５
月
１
日
か

ら
社
員
増
強
運
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
赤
十
字
に
対
す
る

理
解
を
求
め
、
皆
さ
ん
に
組
織
と

活
動
を
支
え
る
社
員
（
活
動
資
金

を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
）
へ
の

加
入
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

赤
十
字
に
ご
奉
仕
く
だ
さ
る

方
々
が
、
ご
家
庭
や
職
場
へ
お
願

い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

日
本
赤
十
字
社
高
知
県
支
部

（
�
８
７
２
・
６
２
９
５
）ま
で

建
物
な
ど
を
解
体
す
る
と

き
は
「
届
出
」
が
必
要
！

◎◎
分分
別別
解解
体体
とと
再再
資資
源源
化化
がが

義義
務務
付付
けけ
らら
れれ
まま
すす

不
法
投
棄
を
な
く
し
、
増
え
続

け
る
廃
棄
物
を
減
ら
す
た
め
に
、

５
月
30
日
か
ら
、「
建
設
工
事
に

係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
次
の
対
象
建

設
工
事
に
お
い
て
、
特
定
建
設
資

材
の
分
別
解
体
お
よ
び
再
資
源
化

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
建
設
工
事
／
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
木

材
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
用
い
た

建
築
物
な
ど
の
解
体
工
事
ま
た
　

新
築
工
事
や
リ
フ
ォ
ー
ム
で
左
　

表
の
規
模
基
準
工
事
の
も
の
。

◎◎
届届
出出
をを
怠怠
るる
とと
施施
主主
にに
もも

罰罰
則則
がが
課課
せせ
らら
れれ
まま
すす

施
主
（
発
注
者
）
の
皆
さ
ん
は
、

工
事
着
手
の
７
日
前
ま
で
に
決
め

ら
れ
た
様
式
で
、
県
知
事
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
怠
る

と
罰
金
を
伴
う
罰
則
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

■
届
出
窓
口
／
南
国
土
木
事
務
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
土
木
事
務
所

（
�
８
６
３
・
２
１
７
１
）ま
で

広広報報ななんんここくく５５月月号号14

移
動
図
書
館

移
動
図
書
館

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

水雷屯　　　　　　杉本章子
魚の棲む城　　　　平岩弓枝
涙堂　　　　　　宇江佐真理
嵐の獅子たち　　　　栗本薫

５月は図書館振興の
月です。ご来館お待
ちしています

移
動
図
書
館

移
動
図
書
館
市
立
図
書
館

市
立
図
書
館

�
８
６
３
・
０
４
６
９

神隠し三人娘　　　赤川次郎　
あべこべ　　　　　久世光彦
よもつひらさか往還
　　　　　　　　倉橋由美子

博士の異常な発明　
　　　　　　　清水義範
乳がん全書　　　福田護
　　　　　　 ほか

吾 岡 保 育 園
10:50～11:10

9

10

14

15

16

17

21

22

23

火

水

木

金

水

木

国 府 保 育 所
10:00～10:20

久 礼 田 保 育 所
10:30～10:50

南 海 学 園
11:15～11:35

市農協久礼田支所
10:55～11:25

猪野吉保商店前
9:50～10:10

王子権現神社北側
10:15～10:35

高 知 高 専 宿 舎
10:40～11:00

後免野田小学校
12:50～13:35

香 長 中 学 校
12:50～13:20

蒲 原 県 営 住 宅
9:40～10:10

医 大 蒲 原 宿 舎
10:15～10:35

定 林 寺 公 民 館
10:40～11:00

鳶 ヶ 池 中 学 校
13:10～13:25

里 保 育 所
9:40～10:05

中 澤 建 材 店 前
10:10～10:30

稲 生 保 育 所
10:40～11:00

かりやストア前
11:00～11:20

稲 生 小 学 校
12:50～13:30

後免野田保育所
10:00～10:20

市農協野田支所
10:30～10:50

岩 村 公 民 館
11:00～11:20

香 南 中 学 校
13:00～13:30

市農協立田出張所
13:35～14:00

白 銀 荘
14:05～14:35

日 章 小 学 校
13:10～13:40

おおしの保育園
14:45～15:15

植 野 公 民 館
14:50～15:10

あけぼの保育所
9:50～10:10

大 湊 保 育 所
10:20～10:40

市農協前浜支所
10:50～11:10

三 和 小 学 校
12:50～13:40

浜 改 田 公 民 館
14:00～14:40

大 湊 小 学 校
14:50～15:20

浜 窪 市 営 住 宅
15:30～15:50

国 府 小 学 校
13:00～13:30

市農協国府支所
13:40～14:00

白 木 谷 公 民 館
14:20～14:50

岡 豊 小 学 校
15:30～16:00

大 篠 小 学 校
15:35～16:25

長 岡 小 学 校
13:10～13:40

長 岡 農 協
13:50～14:10

喫茶わらべ駐車場
14:15～14:30

長岡西部保育所
14:45～15:00

明 見 保 育 所
10:05～10:25

星 神 社 前
10:30～10:50

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医 大 中 島 宿 舎
15:35～15:55

北 陵 中 学 校
16:10～16:30

久 礼 田 小 学 校
15:20～15:50

5   ／   8

金

火

火

28

24

第 ２ 希 望 の 家
10:00～10:20

土佐厚生会国府寮
10:30～11:00

たちばな幼稚園
13:40～14:00

奈 路 小 学 校
14:10～14:40

奈 路 公 民 館
14:45～15:15

十 市 保 育 所
9:30～10:00

札 場 バ ス 停 前
10:10～10:30

丸十園芸組合前
10:40～11:00

阿 戸 公 民 館
11:10～11:30

十 市 小 学 校
12:50～13:50

緑 ヶ 丘 ２ 丁 目
14:00～14:20

県 住 十 市 団 地
14:25～14:45

あ と む 幼 稚 園
14:50～15:10

木

金

水

おお知知ららせせ

初
め
て
親
子
ク
イ
ズ
を
解
い
て
み
ま
し
た
。
難
し
く
て
、
お
母
さ
ん
に
い
っ
ぱ
い
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

　６月１日現在で商業統計調査が全国一斉に行われます。
　この調査は、国や都道府県・市区町村における商業の
育成、中心市街地の活性化など流通産業施策の基礎資料
となり、提出された調査票は統計上の目的以外に使用す
ることはありません。
　全国の全ての卸売・小売事業所が対象となります。
　５月下旬、調査員が調査票の記入をお願いに伺います
ので、ご協力ください。

　※お問い合わせは、企画課広報統計係
　　　　　　　　　　　（�８８０－６５５３）まで

工事の種類 規模の基準

建築物の解体

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様替
え（リフォーム）など

その他工作物に関する
工事（土木工事など）

延床面積　  80�以上

延床面積　500�以上

工事金額
     １億円以上（税込み）

工事金額
   500万円以上（税込み）



計
量
器
の
定
期
検
査

県
計
量
検
定
所
に
よ
る
定
期
検

査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

最
寄
り
の
場
所
で
、
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
０
）ま
で

平
成
14
年
度

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品

骨
董
品
と
し
て
価
値
あ
る
火
な
わ

式
銃
砲
な
ど
の
古
式
銃
砲
や
、
刀

剣
類
を
登
録
す
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

■
と
き
／
毎
月
第
２
火
曜
日

＊
２
月
の
み
第
３
火
曜
日

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ
／
県
庁
３
階
会
議
室

＊
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

は
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財

保
護
室
（
県
西
庁
舎
２
階
）

に
表
示
し
ま
す
。

■
審
査
／
県
教
育
委
員
会
が
任
命

し
た
登
録
審
査
委
員
が
、
銃
砲

刀
剣
類
登
録
規
則
第
４
条
に
規

定
す
る
基
準
に
基
づ
い
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

■
審
査
の
際
に
必
要
な
物

�
審
査
を
受
け
る
銃
砲
刀
剣
類

�
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見

届
済
証

�
１
件
に
つ
き
６
千
300
円
の
登
録

申
請
手
数
料
（
登
録
で
き
な
く

て
も
必
要
で
す
）

■
登
録
証
の
再
交
付
／
登
録
証
の

再
交
付
に
は
、
確
認
審
査
が
必

要
で
す
。
事
前
に
文
化
財
保
護

室
へ
申
請
の
連
絡
を
し
、
次
の
　

物
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

�
再
交
付
を
受
け
る
登
録
銃
砲
刀

剣
類

�
１
件
に
つ
き
３
千
500
円
の
登
録

証
再
交
付
申
請
手
数
料

■
美
術
刀
剣
類
製
作
承
認

１
件
に
つ
き
800
円
の
製
作
承
認

申
請
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
室

（
�
８
２
１
・
４
７
６
１
）ま
で

第
８
回

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
　
　

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
　

ｉ
ｎ
道
の
駅
南
国
風
良
里

■
と
き

５
月
３
日
(金)

〜
５
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
予
定
）

■
と
こ
ろ

道
の
駅
南
国
風
良
里（
左
右
山
）

■
内
容

お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
・
観
光
案
内

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
　
な
ど

■
主
催
／
明
る
い
社
会
づ
く
り
南

国
市
推
進
協
議
会

※
お
問
い
合
わ
せ
は

道
の
駅
南
国
風
良
里

（
�
８
８
０
・
８
１
１
２
）ま
で

南
国
市
総
合
防
災
訓
練

水
害
と
地
震
を
想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

訓
練
は
、
消
防
団
の
水
防
工
を
始

め
、
県
防
災
ヘ
リ
や
各
種
団
体
の

協
力
に
よ
る
人
命
救
出
訓
練
、
さ

ら
に
今
年
７
月
に
開
通
予
定
の
阿

佐
線
の
鉄
橋
を
利
用
し
た
震
災
救

助
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

地
震
体
験
車
や
煙
体
験
器
、
も
し

も
の
時
の
心
肺
蘇
生
法
講
座
な
ど

も
実
施
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
ご
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
と
き
／
６
月
１
日
(土)

午
後
12
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

物
部
川
橋
下
流
右
岸
の
河
川
敷

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

192192192192

143143143143

　　 ５月の納税は

  固定資産税（１期分）
口座振替をご利用の方は、引き落と
し不能にならないよう納期限前に口
座の残金をお確かめください。

人権・行政相談
■とき／５月20日(月)10：00～15：00
無料法律相談
■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※無料法律相談については、あらか
　じめ電話で、社会福祉協議会
　（�８６３ー４４４４）に予約し
　てください。

　昭和７年５月生まれ
の方は老人医療受給手続きが必要に
なります。印鑑・健康保険証をお持
ちのうえ、手続きをしてください。
※お問い合わせは保健課給付係
（�８８０ー６５５６）まで

人身事故件数 死者 負傷者
   14年３月
14年1～３月

36件 ０人 38人
89件 ０人 96人

夏季大会まであと

日日

まであと

《５月１日現在》

掲示板

　　《火災》
発生件数　 ３件
建物　　　   ３件
山林　　　   ０件
その他　  　 ０件
被害額  3,152万円

《救急》
出動回数　 176回
急病　　　    91回
交通事故　    26回
一般事故　　29回
その他　　　30回

■とき／５月１日(水)・６月４日(火)

　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　生活環境課環境公害係
（�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

日日

広広報報ななんんここくく５５月月号号 15

とき ところ 時間

５月20日� 市農協浜改田出張所
市農協日章支所
十市農協
市農協稲生支所
長岡農協
岡豊町公民館
市農協久礼田出荷場
市農協奈路出張所
市農協上倉支所

市役所（北駐車場）

５月21日�

５月22日�

５月23日�

５月24日�

10：30～11：30
13：00～14：30

13：30～14：30
10：30～11：30

13：30～14：30
10：00～11：30

10：30～11：30

14：30～15：00
13：00～13：30

10：00～12：00
13：00～14：30



第
59
回
鑑
賞
例
会

■
と
き
／
５
月
25
日
(土)

■
時
間
／
午
後
３
時
〜
、
午
後
６

時
30
分
〜
の
２
回
公
演

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
内
容
／
劇
団
風
の
子
東
北
に
よ

る
舞
台
劇
「
も
ぐ
ら
の
一
日
」

＊
「
人
間
と
動
物
と
自
然
の
共

存
」
を
”土

“と
い
う
テ
ー
マ

で
考
え
、
作
ら
れ
た
作
品
で

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
こ
ど
も
劇
場

（
�
８
６
３
・
６
０
８
５
）ま
で

介
護
保
険
施
設
入
所
者
の

食
費
の
減
額
申
請
お
よ
び

更
新
手
続
き

介
護
保
険
施

設
（
介
護
老
人

福
祉
施
設
・
介

護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に

入
所
さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
標
準
負
担

額
（
食
費
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
認
定
証
の

有
効
期
限
が
５
月
31
日
(金)

ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

広広報報ななんんここくく５５月月号号16

おお知知ららせせ

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）または、
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）まで

◎◎国民年金保険料の納付免除・国民年金保険料の納付免除・
　　　　学生納付特例の申請は５月末までに！　　　　学生納付特例の申請は５月末までに！
　　平成14年４月からの免除（14年４月～15年６月
　までの期間）・学生納付特例（14年４月～15年３
　月までの期間）を希望される方は、５月31日�ま
　でに必ず申請してください。
 　一般の方は、基準に該当すれば承認され、保険
　料の納付が免除（全額または半額）されます。ま
　た、学生の方は、本人の所得が一定基準以下であ
　れば承認され、保険料の納付が猶予されます。
 
◎保険料の納付期限について保険料の納付期限について
 　平成14年４月からの保険料の取り扱いが、市町
　村から社会保険庁（国）に変更されました。保険
　料の納付期限は翌月の末日となっています。
 　納付書で各月ごとにお支払いの方の４月分の保
　険料は５月31日�までにお支払い下さい。また、
　口座振替で各月ごとに納付されている方の４月分
　の保険料は５月31日�に引き落としとなります。
 　　
◎第３号被保険者の届け出方法が変わりました第３号被保険者の届け出方法が変わりました
    平成14年４月から、届け出漏れの防止や手続き
　の簡素化を図るため、配偶者の勤務先の事業主を
　通じて社会保険事務所に提出していただくことに
　なりました。
　　また、住所や氏名が変わった場合も同様です。

 ＊第３号被保険者とは
 　　第２号被保険者（厚生年金や共済組合に加入
　　している方）に扶養されている20歳以上60歳未
　　満の配偶者の方。
 ＊第３号被保険者のしくみ
 　　第３号被保険者の保険料は、配偶者が加入し
　　ている年金制度全体で負担します。本人が納め
　　る必要も、配偶者の給料から２人分の保険料が
　　差し引かれることもありませんが、必ず第３号
　　被保険者のお届けが必要です。
 
◎老齢基礎年金の請求先が変わりました老齢基礎年金の請求先が変わりました
 　今までは、第１号被保険者・第３号被保険者に
　かかわらず、国民年金のみに加入されていた方の
　老齢基礎年金の請求は、市役所年金係で手続きを
　していましたが、平成14年４月から第１号被保険
　者期間のみの方は、今までどおり市役所年金係で、
　第３号被保険者期間のある方は、南国社会保険事
　務所で手続きしていただくことになりました。

５
月
の
第
２
日
曜
日
は
「
母
の
日
」
で
す
ね
。
お
母
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）

市内一斉清掃市内一斉清掃

毎年６月に実施しています市内一斉清掃
は、今年は1100月月2200日日( 日 )に実施します。
市民の皆さんのご協力をお願いします。

※お問い合わせは
生活環境課環境公害係

（�８８０ー６５５７）まで



広広報報ななんんここくく５５月月号号 17

と　　き 地　　　　区

5月6日・20日
（第１・３月曜日）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町

5月7日・21日
（第１・３火曜日）

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、

5月1日・15日
（第１・３水曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小篭団地

5月13日・27日
（第２・４月曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

5月14日・28日
（第２・４火曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

5月8日・22日
（第２・４水曜日）

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

と　　き 地　　　　区

5月2日・16日
（第１・３木曜日）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町

5月3日・17日
（第１・３金曜日）

5月4日・18日
（第１・３土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小篭団地

5月9日・23日
（第２・４木曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

5月10日・24日
（第２・４金曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

5月11日・25日
（第２・４土曜日）

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

 日  曜 　　　　　　　　　　 地　　　　区 日  曜 　　　　　　　　 地　　　区

�

物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地

（吉本小児科前を除く） （吉本小児科前を除く）

吉本小児科前

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地
吉本小児科前

5／1

奈路、瓶岩、白木谷
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生

久枝、下島、前浜
下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

領石、植野、久礼田、植田

後免町、野田、東芝団地

片山、里改田、浜改田
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小篭団地

東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

6／1

7
6
4
3
2

8

13
11

10

9

14
15

16

17

20
18 

23
22
21

6
5
4

28
27
25
24

3
土

木
水

土
金
木
水
火
月
土

金

木

水
火
月
土

金

木

火
水

木
水
火
月

金

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

田村

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

 奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原
国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小篭団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目

西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝､
白木谷、蒲原団地、蒲原住宅

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、東芝団地
野田（東芝団地を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町

稲生
下咥内、物部、開田
 篠原、明見

久枝、下島、前浜

片山、里改田

十市（南部）

5／1

6／1

7
6
4
3

2

8

13
11
10
9

14
15

16

17

20
18 

23
22
21

5

28
27
25
24

3

木

木

水

水
火
月

土
金

木

水
火
月
土
金
木
水
火

土

月

金

水
火
月

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

浜改田
久枝、下島、前浜

十市（南部）

立田
田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

月
土 田村

土

土
金

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

＊ペットボトルの収集ステーションは、可燃ごみ（紙・
　布）および、全てのごみ対象ステーションです。

火
月

片山、里改田

十市（南部）

4 領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

火
月

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

おお知知ららせせ

よさこい高知国体夏季大会



ここ
れれ
かか
らら
ママ
ママ
・・
パパ
パパ
のの
集集
いい
　　
　　

（（
両両
親親
教教
室室
））

妊
娠
中
の
毎
日
を
安
心

し
て
、
健
や
か
に
過
ご
す

た
め
に
両
親
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

初
産
、
経
産
を
問
わ
ず
気
軽
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
パ
パ
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

■
と
き
・
内
容

（

）
内
の
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
５
月
22
日
(水)

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
と
　

お
母
さ
ん
の
栄
養
に
つ
い
て
（
母
子

手
帳
）

▼
６
月
４
日
(火)

楽
な
お
産
の
た
め
の

呼
吸
法
、
母
乳
を
よ
く
出
す
方
法
な

ど
（
母
子
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
　

は
ズ
ボ
ン
着
用
）

▼
６
月
15
日
(土)

沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

験
な
ど
（
母
子
手
帳
・
エ
プ
ロ
ン)

▼
６
月
21
日
(金)

先
輩
マ
マ
と
赤
ち
　

ゃ
ん
と
の
交
流
、
歯
の
健
康
（
母
子
　

手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ)

■
時
間
／
午
後
１
時
20
分
〜
３
時
40
分

（
午
後
１
時
〜
受
付
）

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
20
組

 

無
料
歯
科
健
診

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
▼
６
月
４
日
(火)

・
５
日
(水)

・ 

　
　
６
日
(水)

・
７
日
(金)

・
８
日
(土)

　
　
市
内
歯
科
医
療
機
関

　
（
た
だ
し
、
各
歯
科
医
療
機
関

　
　
の
休
診
日
は
除
き
ま
す
）

　
▼
６
月
９
日
(日)

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

 

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
市
内
在
住
者

■
申
込
締
切
／ 

５
月
25
日
(土)

■
申
込
方
法
／
電
話
で
希
望
す
る

　
歯
科
医
療
機
関
に
日
と
時
間
を

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
９
日
(日)

の
健
診
は

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

　
け
し
ま
す（
100
人
ま
で
）。

■
主
催
／
県
歯
科
医
師
会
土
長
南

　
国
支
部
・
南
国
市

■
共
催
／
市
健
康
文
化
都
市
づ
く

　
り
推
進
協
議
会

  

第
６
回

　
　 

　
歯
み
が
き
大
会

■
と
き
／
６
月
９
日
(日)

　

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
６
年
生
ま
で

■
内
容
／
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・

　
歯
の
健
康
相
談
・
み
が
き
残
し

　
チ
ェ
ッ
ク

■
申
込
締
切
／
５
月
25
日
(土)

　
＊
当
日
参
加
も
で
き
ま
す

■
申
込
先
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

広広報報ななんんここくく５５月月号号18

日 曜 当　番　医 電 話

（緑ヶ丘）
12
19
26

南 国 病 院
月
日
日
日
日

曽根産婦人科

吉 川 診 療 所
鍋 島 医 院
しばた整形外科

（大埇甲）

（大埇甲）

（国　分）
（植　野）

（後免町）

865ー5680

862ー0100

863ー5318

862ー0030
864ー3412

☆ 休日在宅医

※ 変更する場合があります。

864ー3137

金

たかはし内科小児科

5／3
4
5

西田順天堂内科土
日 高 田 内 科

（大埇甲）
（大埇乙） 863ー3925

863ー1881

6

6／2

　南国市では、高齢者対象に介護
予防教室を開催しています。
　高齢者の方、家に閉じこもって
いませんか。この教室に気軽に集い、みんなで
一緒に交流しながら元気に磨きをかけましょう。
　作品づくり、遠足などをはじめ、楽しい内容
の教室をご用意しています。

■とき／毎月第２・４水曜日  13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■対象者
　・・おおむね65歳以上の方
　・・身体機能の低下により生活に不自由を感
　　じる方
　・・自立または要支援の方（介護認定が要介
　　護１以上の方は除きます）
■内容
　・遠足・クッキング・買い物・絵手紙
　・集団リハビリ・音楽療法
　・身だしなみ講座
■定員／14名（定員になり次第、締め切ります）　

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術

立 田 歯 科

平和歯科診療所

森本歯科診療所

岩目歯科医院

米 田 歯 科

みもと歯科医院

間島歯科医院
南 歯 科

寺 村 歯 科
永井歯科診療所

西村歯科医院
西川歯科診療所

馬詰歯科医院

高島歯科医院
川添歯科診療所

歯科名 電話番号

８６３ー６４６８
８６４ー１１２８

８６５ー８２７０
８６４ー１１２１
８６４ー１３３１
８６４ー２３１７
８８０ー８０３３
８６３ー０６５５
８６４ー０００２
８６４ー２３６５
８６５ー６４００

８６３ー６３８０

８６５ー５６５６

８６５ー８２７３
８６６ー２００８



広広報報ななんんここくく５５月月号号 19

金

久礼田

三　和

9:30～10:30 久  礼  田  体  育  館 
育児・歯科相談

十　市

十　市

ぴよぴよルーム

リハ友の会
元気くらぶ

保健福祉センター
1歳6カ月児健診
3歳4カ月児健診

乳幼児
ツベルクリン検査

全地区 木

木

乳幼児ツベルクリン
判定・BCG接種

愛の献血
（16～69歳）

9:30～10:30

9:10～16:00

9:30～11:00

13:30～14:30
13:30～14:30

13:10～14:00

10:00～11:00
10:00～11:00

13:00～14:00

13:30～14:00

11:30～13:00
14:30～16:00

8
17

22

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

健康相談

５/  2

５/  9

５/  1

５/  1

５/  8

５/  9

10:00～11:00 岡 豊 公 民 館  

岡　豊

月

多世代交流プラザ（十市支所）

火
保健福祉センター

全地区

（新リハビリ教室）

保健福祉センター

全地区

全地区

全地区

全地区

月
5 /27
5 /13
5 /17

5 /16

木

木

木

保健福祉センター

高知県警察学校
土 佐 清 風 園
高 知 高 専

23

28

6 /  3

5 /21

5 /23

6 /  3

水
水

水

水
水

火

水

13:30～14:10

12:00～15:30

月

木
13:30～15:00
13:10～14:10

水

大　篠

ＪＡ南国市岩村支 所

木

木

金

13:30～15:30

基本健康診査

13:30～15:00

月

13:30～15:00
9:30～11:00

13:30～15:00

岡　豊

9:30～11:00

9:30～11:00
定 林 寺 公 民 館

植 野 公 民 館

2 13:30～15:00

13:30～15:00
8
8 白 木 谷 公 民 館

十市小学校体育館

9:30～11:00

中 央 福 祉 館
南 部 福 祉 館

火14

20日　章

30

9:30～11:00

13:30～15:00

物 部 公 民 館

9:30～11:00
久 枝 公 民 館

篠原中央公民館

久礼田

久礼田
白木谷

胸部レントゲン健診

岡　豊

長　岡
前　浜

育児相談

浜 改 田 公 民 館

㈱スズエ製作所
高知大学農学部

蒲原団地集会所 

久  礼  田  体  育  館 

月

至　市役所�

ガソリン�
スタンド�

至　野市町�レストラン�

家具屋�

至　高知市�
南国バイパス�

保健福祉センター�
ＪＡ車両センター�
ライスステーション�

約700��後免町駅� 葬祭場�

広
域
農
道�

■とき・ところ
　６月４日(火)市農協上倉支所
　６月19日(水)日章福祉交流センター
■受付時間／８：30、９：30
■対象／40歳以上
■検診料／700円　

■とき・ところ
　６月４日(火)市農協上倉支所
■受付時間／9：20　、  9：50
■対象／30歳以上
■検診料／子宮頸がん  500円
　　　　　乳がん　　  200円

この２ページの検診などのお申し込み・
お問い合わせは、

（�８６３ー７３７３）まで
ホームページホームページ

＊なお、麻しん・風しん・三種混合・乳幼児ツベル
クリン反応検査・BCG・４カ月児健診・10カ月児
健診・１歳６カ月児健診・３歳４カ月児健診は、
別途に個人通知します（新対象の方のみ通知）。

＊胃・子宮・乳がん検診を希望される方は、
２週間前までに電話でお申し込みください。
＊70歳以上・生活保護世帯・非課税世帯の方、
障害者手帳（身体・精神）・療育手帳をお
持ちの方・記念総合健診対象の方は無料で　
す。検診申込時または受付時にお申し出て
ください。

母子手帳は保健福祉センターで
お渡ししています

よさこい高知国体秋季大会

検診項目 対象者 検診料

胸部レントゲン検診

基本健康診査

肝炎ウィルス検査

胃がん検診

子宮がん検診

乳がん検診
歯科健診

18歳～

40歳～

40歳～

40歳～

30歳～

30歳～

＊

無料

無料

600円

400円

700円

500円

200円

■とき・ところ
　６月13日(木)奈路小学校体育館
■集合時間／８：30～
　�検診はすべて午前中で終わります。
■申込締切／５月31日(金)
■申込先／保健福祉センター

＊肝炎ウィルス検診対象者
　平成14年４月１日～平成15年３月31日
　の期間の誕生日で4040・4545・5050・5555・
　6060・6565・7070歳になる方



広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

ガリンドビジェガスホルヘさん
（メキシコ合衆国）

高知大学農学部留学生

） ） ） 魚のえさは栄養満点！ ） ） ）

　おかげさまで、このコ
ーナーへの応募が大変多
くなりました。
　９月号まで掲載予定の
赤ちゃんが決まっていま
すので、募集を一時停止
させていただきます。７
月号から再募集します。

「２人のお兄ちゃんに、かわい
　がられている我が家の“やん
　ちゃ娘”です」

小島　碧斗  くん　（大埇乙）

「あおくんです。車のハンドルと
　わんわんが大好きです。僕を見
　かけたら、声をかけてね」

平成12年12月22日生まれ

 お じま　  あお と

北
村
　
菜
々
子  

ち
ゃ
ん
（
岡
豊
町
中
島
）

き
た
む
ら
　  

な   

な  

こ
平
成
13
年
３
月
２
日
生
ま
れ

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

面 積 １２５.３５�

人 口 50,166人（－ 284）外国人登録者数 269人（－ 5）
男 24,039人（－ 210） 男 162人（－ 1）
女 26,127人（－ 74） 女 107人（－ 4）

世帯数 19,988世帯 （－ 186） 登 録 国 籍 数 32カ国
（ ）内は前月比 《平成14年３月31日現在》

高知自動車道
南国I.C.

入 109,992台
出 106,146台　

高知空港
出発 82,573人
到着 80,958人

《３月分》 有権者 39,764人（男 18,725人・女 21,039人）

《平成14年３月２日現在》

　
こ
の
４
月
に
異
動
さ
れ
た

方
・
就
職
さ
れ
た
方
、
皆
さ

ん
新
し
い
環
境
に
は
慣
れ
ま

し
た
か
？

　
私
は
「
広
報
な
ん
こ
く
」

編
集
担
当
３
年
目
に
突
入
！

毎
月
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、

日
夜
奮
闘
中
で
す
。

　
来
月
号
の
締
め
切
り
も
間

に
合
わ
せ
る
ぞ
!! 

　 

（
Ｏ
）

あ
と

が

き

大
阪
で
半
年
間
日
本
語
を

勉
強
後
、
来
高
し
て
２
年
近

く
な
り
ま
す
。
魚
の
養
殖
の

専
攻
で
す
が
、
宇
佐
の
研
究

所
で
朝
夕
ヒ
ラ
メ
に
え
さ
を

や
る
毎
日
で
す
。
バ
ク
テ
リ

ア
の
活
動
時
期
、
ヒ
ラ
メ
の

成
長
段
階
に
あ
わ
せ
て
、
適

量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
・
Ａ

な
ど
を
え
さ
に
加
え
る
こ
と

で
魚
は
元
気
に
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
整
理
し

な
が
ら
、
魚
の
血
統
を
調
べ

て
い
ま
す
。
私
も
た
ま
に
え

さ
を
食
べ
ま
す
が
、
人
間
も

魚
類
も
同
じ
脊
椎
動
物
な
の

で
『
魚
の
え
さ
を
食
べ
る
と

ー
カ
ラ
ダ
に
い
い
の
さ
♪
』

で
す
よ
。

宇
佐
は
景
色
も
よ
く
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
走
り
回
る

の
は
楽
し
い
で
す
が
、
家
が

南
国
市
の
中
心
部
に
あ
る
の

で
、
海
岸
線
に
出
る
ま
で
が

大
変
で
す
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
も
好
き
で
す
が
、
メ
キ
シ

コ
湾
と
違
っ
て
こ
ち
ら
の
海

は
荒
々
し
く
、
そ
の
せ
い
か

全
て
が
免
許
制
な
の
で
今
は

や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

メ
キ
シ
コ
は
南
北
ア
メ
リ

カ
を
つ
な
ぐ
中
間
的
な
役
割

を
果
た
し
、
経
済
も
中
位
で

し
ょ
う
か
。
私
的
な
付
き
合

い
で
は
日
本
ほ
ど
時
間
に
厳

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
料
理
は

カ
ラ
フ
ル
で
野
菜
の
種
類
も

多
く
、
サ
ラ
ダ
の
ソ
ー
ス
も

い
ろ
い
ろ
で
す
。
チ
リ
を
使

っ
た
辛
い
ソ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
マ
イ
ル
ド
好
み
な
の
で
、

日
本
食
が
口
に
合
い
ま
す
。

こ
こ
南
国
市
で
世
界
で
一
番

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
ア
イ
ス
を

見
つ
け
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
ご
近
所

に
助
け
ら

れ
、
楽
し

い
毎
日
を

過
ご
し
て

い
ま
す
。

メキシコ
　シティー


